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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　射出窓と、
　前記射出窓を介して光を発するように配されている少なくとも１つの固体状態光源を担
持する光源基板と、
を有する照明装置であって、
　前記射出窓は、前記光源基板の前面が前記射出窓の前記光源基板に面している表面と物
理的に接触するようにされるのを可能にするように成形されており、前記光源基板は前記
射出窓と物理的に接触したまま保持され、これにより前記光源基板と前記射出窓との間の
熱的な接触を可能にし、前記光源から前記射出窓に向かっての熱伝達を容易にしている、
照明装置において、
　光源ドライバ回路を担持する駆動基板を更に有し、付勢要素は、前記光源基板と前記駆
動基板との間に挟まれており、これにより前記駆動基板を漏斗型体と熱的に接触するよう
に押圧している、
照明装置。
【請求項２】
　前記射出窓は、前記光源基板に面している前記表面内の少なくとも１つの凹部を有し、
前記凹部は前記射出窓と前記光源基板との間の物理的な接触を可能にするように前記光源
を収容する、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
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　前記射出窓と熱的に接触するように前記光源基板を押圧する前記付勢要素を更に有する
、請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの光源を囲むと共に、前記光源から発される光を前記射出窓に向か
って反射する前記漏斗型体を更に有する、請求項１乃至３の何れか一項に記載の照明装置
。
【請求項５】
　前記射出窓及び前記漏斗型体は、１つの一体化されたユニットとして形成される、請求
項４に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記漏斗型体は内側部及び外側部を有し、熱充填材が前記内側部と前記外側部との間に
配されている、請求項４又は５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記熱充填材は、液体、ペースト、固体又は二相化されているものである、請求項６に
記載の照明装置。
【請求項８】
　前記光源基板を前記射出窓に対して熱的に取り付けるように配された熱接着剤を更に有
する、請求項１乃至７の何れか一項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記駆動基板を前記漏斗型体に対して熱的に取り付けるように配された熱接着剤を更に
有する、請求項１乃至８の何れか一項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記付勢要素は、前記基板上に力を印加するように、圧縮状態にある弾力部材により構
成されている、請求項１乃至９の何れか一項に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記付勢要素は、天然ポリイソプレン、合成ポリイソプレン、ポリブタジエン、クロロ
プレンゴム、ブチルゴム、ハロゲン化されたブチルゴム、スチレン－ブタジエンゴム、ニ
トリルゴム、水素化されたニトリルゴム、ＥＰＭゴム、ＥＰＤＭゴム、エピクロルヒドリ
ン、ポリアクリルゴム、シリコーンゴム、フルオロシリコーンゴム、フルオロエラストマ
、クロロスルホン化ポリエチレン、エチレン酢酸ビニル及びグラスウールから成るグルー
プから選択された材料で作られている、請求項３又は請求項３に従属する請求項４乃至１
０の何れか一項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置の分野に関し、より詳細には、射出窓と少なくとも１つの固体状態
光源を担持するように配された光源基板とを有する照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現代の照明装置であって、特にＬＥＤベースの照明装置は、長い寿命を示しており、４
０，０００時間までもの寿命が公言されている。これらの長い寿命のため、この種のラン
プは、今日、広範囲の世界的な市場を構成している。
【０００３】
　最も広く使用されているハロゲン・ランプの１つである、標準的なハロゲンＭＲ１６ス
ポットは、今日、大部分が「レトロフィット」ＬＥＤベースのランプ（しばしばレトロフ
ィットＬＥＤ ＭＲ １６ランプと称される）と置き換えられている。前記ランプ内の最大
許容温度が存在するので、熱的な制約が利用可能な光出力を制限している。即ち、より多
くの熱が前記ランプ内で生成されるほど、より良好な前記ランプからの熱拡散が必要とさ
れる。
【０００４】
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　多くの用途において、前記ＭＲ１６スポットは、ガラスによってカプセル化されており
、前方の射出窓を介して環境と唯一接触している。ガラスは、安価及び持続可能な基本的
な材料であるので、しばしばこの種のＬＥＤランプにおいて選択されている。低コスト、
持続可能性、適切な光学特性及び電気的絶縁機能のような、ガラスの幾つかの有利な特性
が存在する。しかしながら、ガラスの欠点は、この熱特性である。ガラスの記熱伝導率は
、約１Ｗ／（ｍ・Ｋ）である。覆っているガラスの熱伝導率は、プラスチックよりも良好
であるが、例えば、アルミニウムのような、金属ケーシングよりも悪い。結果として、ガ
ラス・カプセル化されたＭＲ１６ランプからの熱放散は比較的劣っており、前記ＬＥＤの
性能に負に影響を与える。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　改善された熱性能は、能動的冷却（例えばファン）を使用することにより実現されるこ
とができる。しかしながら、今日市場で利用可能な他の能動的冷却技術と同様にこのよう
な解決策は、むしろ複雑で高価である。
【０００６】
　本発明の目的は、受動的な冷却技術を使用している現在の設計よりも良好な熱特性を有
する照明装置を作製することによって、上述の技術及び他の従来技術を改善することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第1の見地によれば、このこと及び他の目的は、射出窓と少なくとも１つの固
体状態光源を担持するように配されている光源基板とを有する照明装置により達成される
。前記少なくとも１つの光源は、前記射出窓を介して光を発するように配されている。前
記照明装置は、前記射出窓が、前記光源基板の前面が前記射出窓の前記基板に面している
表面と物理的に接触するのを可能にするように成形されていることと、前記光源基板が前
記射出窓と物理的に接触したまま保持され、これにより前記光源基板と前記射出窓との間
の熱的接触を可能にすることとを特徴とする。
【０００８】
　前記射出窓と前記光源基板との間の熱的接触が確実にされるので、前記照明装置の熱伝
達は改善される。このことは、前記光源から前記射出窓に向かっての及び前記射出窓を介
して環境への熱伝達が非常に容易になるという事実による。
【０００９】
　前記射出窓は、前記光源基板に面している前記表面内の少なくとも１つの凹部を含むこ
とができ、前記凹部は、前記射出窓と前記光源基板との間の物理的な接触を可能にするよ
うに前記光源を収容するように配されている。このようなコンフィギュレーションは、こ
れら２つの要素間の物理的な接触を提供する及び維持するための可能性を容易にする。
【００１０】
　前記照明装置は、更に、前記光源基板を前記射出窓と熱的に接触するように押圧するよ
うに配されている付勢要素を有することができる。前記付勢要素は、前記射出窓と前記光
源基板と間の物理的接触と、このことによるこれらの２つの要素間の熱的接触とを確実に
する。
【００１１】
　前記照明装置は、更に、前記少なくとも１つの光源を囲むと共に前記射出窓に向かって
前記光源から発される光を反射するように配されている漏斗型体を有することができる。
前記光源から発される光を前記射出窓に向かって反射することによって、前記光源から前
記射出窓の前部に向かう及び前記射出窓の前部を介した環境への熱伝達は、更に増大され
る。更に、前記照明装置から発される前記光は、１つの全体的な方向に前記光源から発さ
れる前記光を焦束する前記漏斗型体によって、非常に向上される。前記射出窓及び前記漏
斗型体は、１つの一体化されたユニットとして形成されても良い。
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【００１２】
　前記漏斗型体は、内側部及び外側部を有していても良く、熱充填材が前記内側部と前記
外側部との間に配されている。前記熱充填材は、前記内側部及び前記外側部の熱伝導率を
改善し、従って前記光源から前記漏斗型体に向かう及び前記漏斗型体を介した前記環境ま
での熱伝達を改善する。好ましくは、前記熱充填材は、液体、ペースト、固体又は二相化
されているもの（two-phased）である。１つの考えられる例は、良好な熱特性を有する材
料であるカーボン充填材である。カーボン充填材は、約２００Ｗ／（ｍ・Ｋ）の熱伝導率
を有する。
【００１３】
　前記照明装置は、更に、光源駆動回路を担持するように配されている駆動基板を有し、
前記付勢要素は、前記光源基板と前記駆動基板との間に挟まれており、これにより前記駆
動基板を前記漏斗型体と熱的に接触するように押圧している。従って、前記付勢要素は、
前記駆動基板と前記漏斗型体との間の熱伝達も改良する。従って、前記光源から前記漏斗
型体に向かう及び前記漏斗型体を介した前記環境までの効率的な熱伝達が提供される。
【００１４】
　前記照明装置は、更に、前記光源基板を前記射出窓に熱的に取り付ける及び／又は前記
駆動基板を前記漏斗型体に熱的に取り付ける熱接着剤を有することができる。前記熱接着
剤は、前記光源基板と前記射出窓との間の熱伝達及び／又は前記駆動基板と前記漏斗型体
との間の熱伝達を改善し、従って前記光源から前記射出窓の前部に向かう及び前記射出窓
の前部を介した及び／又は前記漏斗型体を介した前記環境までの熱伝達を容易にする。
【００１５】
　前記付勢要素は、前記基板上に力を印加するように、圧縮状態にある弾力部材により構
成されることができる。従って、前記弾力部材は、前記光源基板及び前記駆動基板の両方
に同時に力を印加することができる。このことは、前記基板、前記射出窓及び前記漏斗型
体間の熱的な接触がそれぞれ確実にされ、前記照明装置において使用される部品の数が最
小限に保持されるという利点を有する。
【００１６】
　前記付勢要素は、天然ポリイソプレン、合成ポリイソプレン、ポリブタジエン、クロロ
プレンゴム、ブチルゴム、ハロゲン化されたブチルゴム、スチレン－ブタジエンゴム、ニ
トリルゴム、水素化されたニトリルゴム、ＥＰＭゴム、ＥＰＤＭゴム、エピクロルヒドリ
ン、ポリアクリルゴム、シリコーンゴム、フルオロシリコーンゴム、フルオロエラストマ
、クロロスルホン化ポリエチレン、エチレン酢酸ビニル及びグラスウールから成るグルー
プから選択された材料で作られることが可能である。これらは、本発明の好適な実施例で
ある。
【００１７】
　全体的に、添付の請求項において使用されている全ての語は、本願明細書において、そ
うでないと明示的に規定されていない限り、本発明の技術分野の通常の意味に従って解釈
されるべきである。単数形の要素、装置、構成要素及び手段等の全ての言及は、そうでな
いと明確に述べられていない限り、前記要素、装置、構成要素及び手段等の少なくとも一
例を言及しているものとしてオープンに解釈されなければならない。更に、本出願全体に
わたって「有する」なる語は、意味されているのは、「有するが、これらに限定されるも
のではなない」ことを意味している。「付勢」なる表現は、前記要素が、前記光源基板が
前記射出窓に接触するようにするのに適応化されていることを示すものとして意図されて
いる。
【００１８】
　本発明は、添付の請求項において詳述されている特徴の全てのあり得る組合せに関する
ものであることに留意されたい。
【００１９】
　本発明のこの見地及び他の見地は、ここで、本発明の実施例を示している添付図面を参
照して以下に詳細に記載される。
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【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１の例示的な実施例による照明装置の斜視図である。
【図２】本発明の第２の例示的な実施例による照明装置の分解斜視図である。
【図３】本発明の第３の例示的な実施例による照明装置の側面図である。
【図４】本発明の第４の例示的な実施例による照明装置の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明は、ここで、本発明の現在好適な実施例が示されている添付図面を参照して以下
に十分に記載される。しかしながら、この発明は、多くの異なる形態において具体化され
ることができ、本願明細書において開示される実施例に限定されるように解釈されてはな
らない。むしろ、これらの実施例は、徹底及び完全さのために提供されるものであり、本
発明の範囲を当業者に十分に伝えるものである。
【００２２】
　図１は、本発明の第１の例示的な実施例による照明装置１を示している。前記照明装置
１は、射出窓２と少なくとも１つの固体状態光源４を担持するように配されている光源基
板３とを有する。固体状態光源４は、射出窓２を介して光を発するように配されている。
照明装置１は、射出窓２と熱的に接触するように光源基板３を押圧する付勢要素５と、光
源４を囲んでいると共に光源４から発される光を射出窓２に向かって反射する漏斗形本体
６とを有する。射出窓２は、光源基板３に面している表面内の凹部１２を有し、凹部１２
は光源基板３及び射出窓２が互いに対して当たっている場合に光源４を収容するように成
形されている。このことは、基板３及び射出窓２がより大きい領域にわたって接触するこ
と、即ち前記領域の殆どが光源３を囲んでいることを可能にする。照明装置１が複数の光
源４を備えている場合、照明装置１は光源４ごとの凹部１２を備えていても良い。複数の
光源４を収容することができる凹部１２を設けることも、自然に可能である。光源４によ
り発される前記光の一部は、漏斗型体６の内側表面に設けられている反射面１１によって
、射出窓２に向かって反射される。光源基板３を射出窓２と熱的に接触するように押圧す
ることによって、付勢要素５は、光源基板３と射出窓２との間の熱伝達を改善し、従って
光源４から射出窓２の前部に向かう及び射出窓２の前部を介して環境までの熱伝達を容易
にする。
【００２３】
　広範囲な熱シミュレーションが、同じもののこの新しい構造により前記照明光源におい
て得られる温度変化を試験するためになされた。前記熱シミュレーションは、１００‐５
００Ｗ／（ｍ・Ｋ）間の熱伝導率を有すると共に上述に従って配されている導電素子によ
って、前記光源の温度は、約５０％低下されることを示している。
【００２４】
　この例示的な実施例において、照明装置１は、更に、光源ドライバ回路８を担持する駆
動基板７を有する。付勢要素５は、光源基板３と駆動基板７との間に挟まれており、これ
により、上述したように光源基板３を射出窓２と熱的に接触するように押圧すると同時に
駆動基板７を漏斗型体６と熱的に接触するように押圧する。即ち、照明装置１内に取り付
けられる場合、２つの基板３、７上に力を印加するように付勢要素５は圧縮された状態に
ある。これにより駆動基板７と漏斗型体６との間の熱的接触も確実にされ、従って前記光
源から漏斗型体６に向かう及び漏斗型体６を介した前記環境への効率的な熱伝達も提供さ
れる。光源基板３は（複数の）光源４が取り付けられているプリント回路基板により構成
され、駆動基板７は光源駆動回路８（電子部品）が取り付けられているプリント回路基板
により構成される。本発明のこの第１の例示的な実施例において、漏斗型体６は、照明装
置１内に取り付けられる際に駆動基板７が当接する内面に設けられている少なくとも２つ
の肩部を有する。漏斗型体６は、好ましくはガラスでできている。ガラスは、安価及び持
続可能な基本的な材料であるので、好適な材料である。ガラスの良好な特性は、低コスト
、持続可能性、良好な光学特性、素晴らしい審美性及び電気的絶縁機能である。
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【００２５】
　ここで、本発明の第２の例示的な実施例による照明装置１を例示している図２を参照す
る。この実施例において、漏斗型体６は、内側及び外側のガラス部９、１０を有する。漏
斗型体６のガラス部９、１０は、好ましくは０．５ｍｍ厚であり、これらの間の距離は１
ｍｍである。上述したように、ガラスの欠点は、約１Ｗ／（ｍ・Ｋ）ある熱伝導率である
。しかしながら、この問題は、漏斗型体６のガラス部９、１０間に設けられる熱充填材を
使用して解決されることができる。このようにして、前記ガラスの熱伝導率は、著しく改
善される。前述の結果は、光源２から漏斗型体６のガラス部９、１０に向かう及び漏斗型
体６のガラス部９、１０を介した前記環境までの改善された熱伝達のために達成される。
本発明のこの実施例において、反射面１１は、漏斗型体６の内側部９の内面に設けられる
。更に、内側部９は、前記第２の例示的な実施例による照明装置１に取り付けられる際に
駆動基板７が当接する内面に設けられている少なくとも２つの肩部を有する。
【００２６】
　図３は、本発明の第３の例示的な実施例により照明装置１を示している。この実施例に
おいて、照明装置１は、射出窓２と漏斗型体６との間にクランプされている光源基板３を
有する。熱接着剤が、射出窓２と漏斗型体６との間に光源基板３を付加的に固定するため
に使用されても良い。光源４は、光源基板３の射出窓２に面している表面に取り付けられ
、光源ドライバ回路８は光源基板３の対向する表面に取り付けられる。射出窓２の凹部１
２は、光源４を収容するのに適している。照明装置１は、更に、光源基板３に取り付けら
れる２つの電気伝導スリーブ１３を有する。次に、ピン１４は、スリーブ１３の各々内に
導入される。ピン１４は漏斗型体６の外側に延在しており、照明装置１が使用中である場
合、スリーブ１３を介して光源基板３に電力を供給する。
【００２７】
　ここで、本発明の第４の例示的な実施例による照明装置１を例示している図４を参照す
る。この実施例において、照明装置１は、熱接着剤によって射出窓２に取り付けられる光
源基板３を有する。光源４は、光源基板３の射出窓２に面している表面に取り付けられ、
光源駆動回路８は、光源基板３の対向する表面に取り付けられる。射出窓２の凹部１２は
、光源４を収容するのに適している。照明装置１は、更に、光源基板３に取り付けられる
２つの電気伝導スリーブ１３を有する。次いで、ピン１４がスリーブ１３の各々内に導入
される。ピン１４は漏斗型体６外部に延在しており、照明装置１が使用中である場合、ス
リーブ１３を介して光源基板３に電力を供給する。
【００２８】
　以下は、図１及び２において示したような照明装置１の本線要素を一緒に取り付けるた
めの１つの可能な仕方の簡略化された記載である。漏斗型体６は、第１の要素として設け
られ照明装置１の底部を構成している。照明装置１に電気を供給するための２つの電気伝
導コネクタ（例えば図４に示されたようなピン）は、漏斗型体６の下部に取り付けられる
。この後、駆動基板７は、例えば、図４に示されているようなスリーブによって、コネク
タと接触して漏斗型体６内に配される。付勢要素５は、駆動基板７の上部に配され、付勢
要素５の上部には、光源基板３が設けられる。最後に、射出窓２は、照明装置１の上部と
して漏斗型体６に取り付けられる。射出窓２が漏斗型体６に取り付けられる場合、射出窓
２は、漏斗型体６内に配されている上述の部分を押下し、従って付勢要素５を圧縮状態に
配する。付勢要素５が圧縮状態にある結果は、駆動基板７が漏斗型体６と熱的に接触する
ように押下されると同時に、光源基板３が射出窓２と熱的に接触するように押下されるこ
とである。このことにより照明装置１の本線要素間の熱伝達は確実にされ、前記本線要素
の温度は最小に保持される。射出窓２は、例えば、熱接着剤によって、漏斗型体６に取り
付けられても良い。他の可能性は、外側のねじ切りを備える射出窓２と内側のねじ切りを
備える漏斗型体６とを設け、この後、ネジ止めによって、射出窓２を漏斗型体６に取り付
けることである。
【００２９】
　本発明は添付図面及び上述において詳細に説明され記載されたが、このような説明及び
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記載は説明的及び例示的なものとみなされるべきであり限定的なものとみなされるべきで
はない。本発明は、開示された実施例に限定されるものではない。開示された実施例に対
する他の変更は、添付の図面、本明細書及び添付の特許請求の範囲の研究から、前記請求
に記載の発明を実施する際に当業者により理解され遂行されることができる。添付の請求
項において、「有する」なる語は他の要素又はステップを排除するものではなく、単数形
は複数形を排除するものではない。
【００３０】
　例えば、前記付勢要素は、多くの異なる材料でできていても良い。本発明の１つの実施
例において、前記付勢要素は、熱的に前記光源基板を前記射出窓に取り付けて、熱的に駆
動基板を前記漏斗型体に取り付けるように配される熱接着剤により構成される。本発明の
他の実施例において、前記射出窓及び前記漏斗型体は、一体的に形成される。
【００３１】
　１つの例において、前記付勢要素は、前記基板上に力を印加するように、圧縮状態にあ
る弾力部材である。

【図１】 【図２】
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【図４】
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